
ノ ー ト()内 は ノ ー ト表 紙 に 記 され た 講 義 担 当者 名

第 一 高 等 学 校 時 代 の ノ^一.ト

N1倫 理学概論 全(中 島)

N2倫 理 全(速 水)

N3論 理 全(速 水)

N4心 理 全(速 水)

N5世 界 史1,ギ リシ ャ史 全

皿,ロ ー マ 史 全(斎 藤)

皿,中 世 史 全(斎 藤)

IV,近 世 史 工,皿,皿(斎 藤)

N6東 西交 渉史 全(斎 藤)

N7歴 史 雑 全

N8洋 画 ・和歌 全

N9日 本上古史 全(原)

NlO万 葉 集 全

N11国 文 法 全

N12国 文 法 工,皿(杉)

N13独 逸 文 法 全(岩 元)

N14独 逸 語A,B,C,D,1,皿,皿,IV(藤 代)

N15独 逸 語(山 川)

N16独 逸 語

N17ざ虫 逸 語 全(Junker)

N18独 逸 語1・]1(Gundert)

N19英 語(Clerk)

N20ラ テ ン1,豆

N21ギ リ シ ャ

N22詩 ト 文1,皿

東 京 帝 国大 学 及 び 大学 院 時 代 の ノ ー ト

N23哲 学 概 論1,皿(Koeber)

N24哲 学 史1,ギ リシ ャ ・中世(Koeber)

1工,中 世 ・近世(Koeber)

皿,カ ン ト

N,カ ン ト以後

N25中 世 哲学史 序論(Koeber)

N26中 世 哲学史 全・1・ 皿(Koeber)

N27希 臘哲学史 全

N28西 洋倫理学史1・ 皿(吉 田)

N29ヘ ーゲル ・仏国 ・最近 全(紀 平)

騰 欝 塞翻/1麟 繍
N32硬 靉 勢 プf・ 皿・皿・N(元 良)

N33・ 理学概き1・ 皿(松 本)

N34現 象即実在論1,皿(井 上)

N35人 類 学 全(石 田)
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N36美 学 工,皿(大 塚)

N37東 洋 哲 学概 論 全(井 上)

N38儒 教 倫 理 概 論(服 部)

N39日 本 仏 教 史 全(村 上)

N40日 本 美 術 史概 論1,皿,皿,W,v(淹)

N41動 物 学 総 論1,π,皿(渡 瀬)

N42発 生 学T>1T,皿(井 上)

N43生 理 学 全(永 井)

N44生 理 総 論1,皿,皿,IV(永 井)

N45生 理 各 論1,皿,皿,1V,V,vI,w,皿,Ix,x,xl(永 井)

刈,洫(大 沢)

N46録 一,録 ニ ホ メー ル

N47録 三 フ エ ヒネル,理 性 と信 仰

N48録 四 フ エ ヒネル,心 身 相 互 関 係

N49録 五 宗 教 問題

N50録 六 公 教要 理

N51録 七 聖書 の研 究

N52Auszug

ドイ ツ 留 学 中 の ノ ー ト

N53Faust氏1,∬,皿,lv,追 補

N54Heidegger教 授Logik,Aristoteles.1,∬,皿,IV,V

N55Rickert教 授9冊

N56ベ ッカ ー氏2冊

N57ヘ リゲ ル 氏I

N5�chellingT

N5gKantI・1[,Iv・v・vLv皿

N60ド ィ ッ 語1二

N61不 明]:

フ ラ ン ス 留 学 中 の ノ ー ト

N62ギ ト ン 氏

N63モ ロ オ 氏1,皿

N64コ イ レ 氏1・ 皿

N65サ ル トル 氏

N66フ ラン ス語 作文 ノー ト4冊

N67フ ラン ス語3冊

講 議 ノ ー ト

N68現 代 フ ラン ス哲 学 の 主 潮 序 論

N69フ ラン ス哲 学 工,皿,皿,】v,V,v【,皿,田,Ix,x

N70現 象 学 的 存 在 論1,皿,皿,N,▽bζ 鮒'鈴 ♪

N71現 代哲 学 の動 向1,皿,皿,IV(注)1は フ ァ イル だ けで あ る

N72現 代 哲 学1,皿,皿,IV,V,VI

N73現 代哲 学 概 要

N74現 代 哲 学

N75Leibniz.

一234一



N7�eidegger,VomWesendesGrundes.

N77Boutroux,Contingence.

N7$Bergson,Lapens馥etlamouvant.

Essa�urlesdonn馥simm馘iates.

N79Descartes.

N80Husserl,M馘itationscart駸iennesI・ 皿 ・

N81文 学 概 論 研 究

N82文 学 概 論T,:旺,1皿,IV

N83偶 然 性1,IL皿

講 演 ノ ー ト

N84偶 然 性 下 書,決 定 稿

N85フ ラ ン ス 哲 学 の 特 徴

研 究 ノ ー ト

N86日 本 文 学

N87日 本 音 楽

N88日 本 美 術

N89粋 の 研 究

N90玉 置 邁,西 洋 美 術 史

N91支 那 絵 画 史

N92西 洋 美 術 史

N93神 学 一 般

N94波 多 野 氏,西 洋 哲 学 史 要

N95東 洋 哲 学

N96生 理1・ 皿 ・ 皿 ・IV・v

N97動 物 学

N98生 物 学

N99植 物 学

NlOO数 学

N101鉱 物 学 ・地 質 学

NIO2B舫mker,PhilosophiedesMittelalters.

NlO3DeWulf,Historyofmedivalphilosophy.

N104Christianity.

NlO5EnglischerEmprismus.

NlO6Falckenberg,近 世 哲 学 史

N107Fechner.

N108Fichte-Studium・

NIOgGibbonsFaithofourFathers.

NllOGutberlet,Psychologie.

N111Hagemann,Logik.

N112Hagemann,Metaphysik.

N113Hunter,OutlinesofDogmatictheology.

N114Kant-Studium,Text-auswahl.

N115KunoFischer,近 世 哲 学 史 序 論

N116KunoFischer,SystemderLogikderliiletaphysik.

N104'Einleitunt'der≪issenschaften
.

N109'GlaubenLWissen .

N114'hultur.
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NlliMarxismus.

NII$Morawski,AbendeamGenferSee.

N119Musik.

N120NeuesTestament.

N121Platon,Phaidon・Phaidros・Symposion.

N122Poesie.

N123Psychologile.

N124Reinach,AllgemeineKunstgeschichte.

N125Religionswissenschaft.

N12�ummatheologica.

N127ThomasvonAquin.

N12�indelband,EinleitungindiePhilosophie.

N129Windelband,Platon.

Nl30Zeller ,希 臘哲 学 史 要

そ の 他 の ノ ー ト

Nl31図 書 目 録5冊

Nl32押 韻 に 関 す る も の2冊

Nl33日 本 語 の 単 語 帳19冊

N134そ の 他8冊

Nl35未 使 用 ノ ー ト9冊

草 稿 ・原 稿 類

『Propossurletemps」 に 関 す る も の

原 書90冊

M1タ イプ 原 稿5部

『「い き 」 の 構 造 』 に 関 す る も の

M2「 い き」 の 構 造

M3「 い き」 に就 て

M4「 い き」 の 構 造 初 案:音 楽 上 の資 料

M5「 流 行 」 の 存 在 論 的 形 態

r人 間 と実 存 』 に 関 す る も の

M6時 間 の 問 題:ベ ル グ ソ ン とハ イデ ッガ ー

M7BergsonとHeideggerと の共 通 点

M8ハ イデ ッガ ーの 哲学 に 就 て

M9形 而 上 学 的 時 間

MlO実 存 主 要 問 題:偶 然 性 を 含 む

MIl日 本 的 性 格 にっ い て:三 高 で の 日本文 化 講i義 昭12・5・26の 原 稿

M12日 本 的性 格

M13驚 き の情 と偶 然 性

M14驚 き の情 と偶 然 性:講 演 原 稿

『偶 然 性 の 問 題 』 に 関 す る も の

Ml5偶 然 性

Ml6「 偶 然 性 」 論 文 要 旨

Ml7「 偶 然性 」原 稿

X1117'Marxismus.

N120'PhilosophiimallgemeinenuihreMethocle.

N121'Problemefuressay .

Nl36Sさ んの 歌

M12'日 本的性格 日本文化の特色

Ml7'偶 然性の基礎的性格一考察

M17"「 偶然性」大谷大に於ける講演下書原稿
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M18「 偶然性」謄写版66頁:博 士論文

M19Negation

M20「 偶然性 の問題」の新聞批評の切抜

M21偶 然 化の論理

『文藝 論 』 に 関 す る もの

M22日 本詩の押韻

M23押 韻の研究

M24邦 詩に於 ける押韻の可能性

M25押 韻に就て

M26「 日本詩の押韻」原稿

M27「 情緒の系図」原 稿

M28「 文藝論」原稿:一 部分

M29「 新 万葉集巻二の感想」原稿及 び研究 ノー ト

M30「 日本詩の押韻」校正

M31風 流 に関す る一 考察

M32「 文学の形而上学」原 稿

M33文 学 の時間性:奈 良女高 師で の講演原稿

M34情 緒 の系図

M35文 学 の時 間性

『を りに ふ れ て』 に 関 す る もの

M36「 故浜田総長 の思 出」草稿

M37「 故浜田総長 の思 出」原稿

M38「 時局の感 想」

M39「 飛騨の大 杉」

M40「 偶然 と驚 き」:ラ ジオ放送の原 稿

雑 誌 ・新 聞 に投 稿 した もの に 関 す る もの

M41「 如是我観太閤秀吉」原稿

M42「 私に力を与へ たるもの」原稿

M43岩 波哲学 辞典への原稿

未 発表 の もの

M44Glaubenundwissen:大 学 院時代に ドイツ語で書かれた論文

M45日 本の事:原 文フ ランス語

M461留 鸞 の現状〕紳 蝋

M47Th鰾trejaponais

M48音 と 匂

M49小 唄の レコー ド

M50上 高地:2編

M51詩

M52ダ ンスホール禁止について ひ偏Ge日 鎌嫉

M53美 しき日本の着物を護れ

M54東 京 と京都

M55か れひの贈 物

M56京 都
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M18'r偶 然 性 」 博 士 論 文 用 原 稿

M20'偶 然 に係 る 記 事 ・新 聞 切 抜

M22'日 本 詩 の押 韻

M22"日 本 詩 の押 韻 新 聞 切 抜

M28'「 文 藝論 」 原 稿:一 部 分



M57根 岸

M58岡 倉 覚 三氏 の思 出

M59創 造 的 進 化

M60生 命

M61持 続

M62秋

M63伝 統 と進取

M64偶 然 の産ん だ駄酒落

M65自 然科学者 に対 する要求

M66秋 の我 が家

M67或 る夜の夢

M68頓 馬

M69庭 木

断 片 的 草 稿

M70リ ッケル ト論文

M71ド イツ現代哲学

M72Temps.

M73生 の享 楽

M74

M75カ フェ とダ ン ス

M76詩 ・短 歌 習 作 手 帖 ・短 歌 ノー ト

M77哲 学 の 問題

M78

M79fiant雑

M80BergsonauJapon

タ イ ブ打 原 稿3部 ト新 聞2部

M81哲 学 ・オ ドリ ・詩

M82[才 甲音員 資)ド斗]

新 聞

フ ラ ン ス か ら 持 ち 帰 った 新 聞

LesNouvellesLitt駻aires,samedil5d馗embre1928:28部

samedi4ao皦l928:3部

LeMatin,jeudi28juin1928

1undi2juillet1928

mardi3juillet1928

jeudi5juillet1928

vendredi6juillet1928

samedi7juillet1928

jeudi19juillet1928

mardi24juillet1928

dimanche29juilletl928:2部

mardi31juillet1928

jeudi2aofit1928

vendredi3ao皦1928

dimanche12ao皦1928

1undi12novembre1928

mardi20novembre1928

日 本 の 新 聞

切 り抜 き 多数

そ の 他

九 鬼 隆一 著 日本 美 術 原 稿

児 島 喜久 雄 氏 の水 彩 画 ・デ ッサ ン3点

切 抜 帳

試 験 問 題

講 義 題 目

学 生 卒 論審 査 用 メモ

洋 書 カ タロ グ52冊

植 物 採 集4点

九 鬼 周 造 文 庫 へ の 特 別 寄 贈 品

Rickertの ブ ロ ン ズ像

「詠 帰 」 の 扁額

「詠 帰 庵 」 の 掛軸

Kantの 三 批 判 書 の 初 版本
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